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写真２ 後ろ身頃で補足 写真３ 身頃切り替えで補足 写真４ 前進頃で補足写真１ 不足分



































































右脇下 裾中心 右脇下 裾中心 右脇下 裾中心
直立から上肢３０度の差 ７．１ １０．７ １７．１ １７．８ ８５．１ ８５．１
直立から上肢４５度の差 ０ ７．１ ３１．９ ４９．７ ７４．１ ５６．１
直立から上肢９０度の差 １１７．１ １４１．９ ７．８ １１０ ７．１ ３．５
直立から上肢真上の差 ２３４．２ ２３４．２ ２１９．８ ２２３．４ １４５．１ １１７
表２ ジャケット後ろ身ごろの比較（直立と上肢運動との差） 単位
ジャケット１（後ろ身頃に不足分） ジャケット２（不足分均等に） ジャケット３（前身頃に不足分）
左脇下 裾中心 左脇下 裾中心 左脇下 裾中心
直立から上肢３０度の差 ９．８ ６．７ １７．８ ０ ７．１ ３．４
直立から上肢４５度の差 ７．１ ７．１ １２．８ １２．５ ４６．１ ３．２
直立から上肢９０度の差 ８８．７ ７０．９ ７．８ ６３．８ １０．５ １４．２
直立から上肢真上の差 ２０５．７ １１７ １９５．１ １４１．８ ４９．８ ３８．９
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上肢運動に適しているということが判明した。
同様に通常の上衣のパターン作成に対しても，後ろ身
頃の通常の背幅線より少しした，腕の付け根のアーム
ホール位置にゆとりがあること，またアームホールが浅
いほうが上肢運動が楽に出来るということも分った。
．ま と め
リメイクフアッション教育を通じて，一番要望の多
かった肥満体に対する不足分の補い方についての方法を
深ると同時に，体型に合致しながらも動作適応力のある
衣服づくりについて考察をした。
実験方法としては，現在では１３号サイズを着用してい
る被験者に９号サイズのジャケットを着用して貰い，不
足分を割り出した。この不足部分を後ろ身頃，前身ご
ろ，前後身頃に等分にと補った３種類のジャケットを製
作し，着用後に上肢運動を実施し，２次元解析ソフトに
呼び込み動作解析を行った。実験の考え方として，不足
寸法は同寸でありながら不足分の入れ方により，上肢運
動に伴い，試料の裾の上がりに違いが認められるかどう
かを検討した。その理由としては，上肢運動により裾か
らの上がりが多ければ，手が上がりやすく，動作適応性
に富んでいると考えたからである。
結果，前身頃の比較から，右脇下で直立から上肢真上
の差が大きい順にジャケット１＞ジャケット２＞ジャ
ケット３の順であった。後ろ身頃の比較から，左脇下で
直立から上肢真上の差が大きい順にジャケット１＞ジャ
ケット２＞ジャケット３であった。前後身頃ともジャ
ケット１において裾の上がりが多かった。ジャケット１
は後ろ身頃に不足分を補足したもので，脇での上がりが
多いということは，ジャケット１が動作適応性に優れて
いたということになる。
次に背面の写真を比較すると，ジャケット１の浮き分
が他のジャケットよりも小さく，背面の腕の付け根あた
りの背幅を水平に計測した結果ジャケット１が一番広
かった。ここから後ろ身頃に不足分をいれたほうが，上
肢運動に適しているということが判明した。
同様に通常の上衣のパターン作成に対しても，後ろ身
頃の通常の背幅線より少し下，腕の付け根のアームホー
ル位置にゆとりがあることが上肢運動に適しているとい
うことが分った。
付記
この研究は，北翔大学北方圏学術情報センターの研究
助成を受けて実施した。
参考文献
１）公益財団法人矢野恒太記念会編，日本国勢図会，
p６０，２０１５
２）高岡朋子他，北国における高齢者の衣生活研究，北方
写真５ ジャケット１（後ろ）
写真６ ジャケット２（後ろ）
写真７ ジャケット３（後ろ）
上肢運動に適したリメイク方法の考察
－１００－
圏生活福祉研究所年報 第９巻 pp４７‐５７．２００３
３）岡田宣子，高齢者服設計のための基礎的研究―高齢者
の脱ぎ着しやすい衣服のゆとり量―日本家政学会誌，
Vol．５５ No．１ pp３１‐４０．２００４
４）岡田宣子，高齢者の体型変化に対応した快適衣服設計
―７０歳代女子の衣生活の改善に向けてー日本家政学会
誌，Vol．６４ No．１１ pp７１５‐７２４．２０１３
５）見寺貞子，ユニバーサルファッションーすべての人の
快適な衣生活をめざしてー 繊消誌，V０l．４１ No．７
pp２６‐３３．２０００
６）山内寿美，ユニバーサルファッションのデザインー高
齢者のための衣服の開発― 繊維と工業，Vol．５８
No．２ pp４３‐４５．２００２
北方圏学術情報センター年報 Vol.７
－１０１－
